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はじめに
近年，生殖補助医療進歩に伴い，不妊女性が妊娠
に至る確立が高まってきている。不妊治療は，治療
を受ける女性の身体的苦痛のみならず，妊娠に対す
る期待と焦り，流産，周囲からの言動など，心理・
社会的側面にも苦痛をもたらす')と報告されている。
当院は特定機能病院として生殖補助医療を行って
いるため，看護をする機会が多く，今後も増加して
いくことが予測される｡健やか親子２１には不妊への
支援が課題として挙げられており，カウンセリング
などを通じた不妊治療中の支援体制が整えられてき
ている。しかし，不妊治療後に妊娠した女`性の支援
については十分に明らかにされていないのが現状で
あり，日々の看護に難しさを感じている。不妊治療
の有無に関わらず，妊娠各期を通じて妊娠初期に最
も不安が強い⑳と言われており，この時期の精神的
な援助の必要性は大きいと考えられる。しかし，不
妊治療後妊婦の妊娠初期の体験に焦点を当てた研究
は少ない。
そこで今回，不妊治療後の女性の体験を知り，ど
のような思いを抱きながら妊娠初期を過ごしている
のかを明らかにしたいと考えた。
なことですか｡」という質問をきっかけに，不妊治療
を受けて妊娠に至った妊婦の妊娠初期の体験を語っ
てもらった。面接内容は同意を得た上で録音し，逐
語録を作成した。
４．データ収集期間
平成１８年８月
５．分析方法
得られたデータは，質的に内容を分析した。妊娠
初期の体験や思いにあたる部分を注意深く読み取り，
コード化した。コードは内容の意味を吟味し，研究
者間で一致するまで十分に検討してカテゴリー分類
した。また，分析内容の妥当性を得るために，母`性
看護の質的研究経験者からのスーパーバイズを受け
た。
６．倫理的配慮
対象者には,本研究の目的,プライバシーの保護，
研究協力は自由意志であること，協力の有無や中断
によって不利益が生じないことを文書にて説明し，
同意を得た。本研究では，過去の苦痛を思い起こし
て語ってもらうことも予測されるため，精神的なケ
アが必要と判断された場合の体制を整えた。
７．本研究での用語の定義
不妊治療；妊娠を目的に行う体外受精。
妊娠初期；胚移植後から妊娠２２週未満。
Ⅲ、結果
１．対象の背景
研究協力が得られた３名。年齢は２９～38歳,妊娠
週数は１６～２１週，不妊歴は２年～１０年で，治療期
間は１～３年であった。そのうち１名は双胎妊娠で
あった。インタビューは病棟面談室にて実施し，面
接所要時間は１名につき約３０分であった。
１．研究目的
不妊治療を受け，妊娠に至った女`性の妊娠初期の
体験を明らかにする。
Ⅱ研究方法
１．研究デザイン
質的記述的研究デザイン
２．研究の対象
不妊治療によって妊娠した妊娠初期の初産婦
３．データ収集
先行研究を参考に，インタビューガイドを作成し，
プレインタビューを行った。それをもとにインタビ
ューガイドを修正した。几
「現在，安定期に入って，率直に思うことはどん
２．不妊治療後の妊娠初期の体験
対象者３名の語りを分析した結果，１２のサブカ
テゴリーが抽出でき，さらにこれらのサブカテゴリ
ーから【妊婦になれないかもしれない恐怖との戦い】，
【妊婦の仲間入りをしてうまれる新しい感覚】，【｢普
通でない」妊婦という感覚の中での揺らぎ】の３つ
のカテゴリーが導き出された｡
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以下，カテゴリーを【
〈〉，語りは「
をＡＣとした。
】，サブカテゴリーを
」で示し，語った対象者
３）【｢普通でない｣妊婦という感覚の中での揺らぎ】
このカテゴリーは，自然妊娠の妊婦と比較し，不
妊治療による妊娠であるという事実と向き合って生
活していく中で,不妊体験に基づく否定的な感情と，
肯定的な感情の迫間を行き来しながら生活している
状況を指し,【｢普通でない」妊婦という感覚のなか
での揺らぎ】として表現できた。
医師からの妊娠判定を受けても，「出来るわけがない
と思っていたから，妊娠を言われても，すぐにはよくわから
なかった｡」（Ａ氏）などの語りから，〈不妊体験から妊
娠を実感できない自分〉として表現されていた。「み
んな自然に妊娠してるように見えて，やっぱり自分は特別な
のかなっていう思いから抜け出せない｡」（Ｃ氏)のように，
自然妊娠を「普通」と捉えて自分と比較し，〈｢普通」
の妊婦とは違う感覚〉が意識の中に常に存在してい
た。その一方で，「今は治療してきたって思いはないです
ね，そういえばしてたねって｡」（Ａ氏）のようなく不妊で
ある自分との別れ〉や,「自然妊娠の人たちより命ができ
る過程が神秘的だと感じる｡｣，「私は勉強もしたし知識もある
し，ちょっとは勝ってる気がする｡」（Ｂ氏）など，自然妊
娠した妊婦よりも妊娠の知識があると自分を評価し
ていた。そこに自己価値を見出して，〈不妊治療の経
験を肯定的に捉える自分〉として語られるなど，過
去の不妊体験に対する相反する感情や考えが共存し
ていた。また，「主人のお姉さんが体外受精で男の子を授か
って，自然妊娠じゃなくても着床してしまえば普通の妊娠と
一緒なんだよって教えてくれてるような気がした｡」（Ｂ氏）
との語りに代表されるように，出産し子育てをして
いる周囲の不妊治療体験者の存在は，〈ﾌﾄﾞﾘ妊拾癖から出
産に至った女勵も得られる励み〉として受け止めてい
た。
１）【妊婦になれないかもしれない恐怖との戦い】
このカテゴリーは，妊娠が成立し，継続していく
という順調な経過から逸脱するかもしれないという
脅威を常に感じながら生活している状況を指し，【妊
婦になれないかもしれない恐怖との戦い】と表現で
きた。
不妊治療においては，受精卵を子宮内に戻す胚移
植を行った曰から１４日後が最初の妊娠判定日とな
る。その間の，「出血があったんです,地獄ですわ｡」(Ｃ氏）
と語られるように，〈妊娠成立するかという恐怖との
戦い〉の日々を過ごしていた。さらに，妊娠成立の
判定後も，過去の不妊治療や流産体験から，常にく流
産体験や不妊治療による流産への不安〉と隣り合わ
せであり，「妊娠成立を言われても,まず不安だったんです，
ダメになるかもっていう…｡」（Ａ氏）と妊娠が実感でき
るまでの思いを語っていた。その不安が，「流産するの
も嫌やし，仕事は辞めた｡」（Ｂ氏)という，＜流産しないた
めの対処行動〉としての生活の変化をもたらし，流
産という危機状態を回避するための選択をしていた。
２）【妊婦の仲間入りをして生まれる新しい感覚】
このカテゴリーは，不妊治療を終え，妊婦になれ
たことを実感し，ようやく妊娠という通過点を迎え
て感じることができる【妊婦の仲間入りをして生ま
れる新しい感覚】と表現できた。
不妊治療後，妊娠継続している段階で，ホルモン
剤や止血剤の内服や不妊専門病院への通院は，不妊
治療の続きとして認識され，「不妊専門病院を卒業した
ときに，はあ－私も，うまくいったら赤ちゃん抱けるかもっ
て｡」(C氏)と語られるように，自分を取り巻く状況の
変化からく不妊治療の終了を機にうまれる妊婦とし
ての実感>が湧き上がっていた｡そしてこれまでの，
妊娠できるか，妊娠継続できるかという自分の体へ
の関心から，「安定期に入って,流産への怖さから赤ちゃんが元気
に育ってほしいという違うものに変わった｡」（Ａ岡,唯まれるまて\可
があるかわからないから,先のこと脳創りコマ夷」巴用と語られる
ようにく児ハの意識の芽生え〉やく今後の経過への不安〉
へと意識が変化していた。それらが，「会社の人とか`午
供ま燭｡?,，みたいな周りの目があったし妊娠してほっとした｡」(Ｂ氏）
と語られ，〈治療の成果としての妊娠への安堵〉へと
導いていた。
Ⅲ、考察
不妊治療後妊婦の不安に関する研究は，内容が
様々であり，一致した結果は得られていない3)。ま
た，不安のみに焦点をあてられているものがほとん
どであり，妊娠初期の体験は十分に明らかにされて
いるとは言えない。そのような現状を踏まえたうえ
で，不妊治療後妊婦の妊娠初期のケアを深めていく
ことができるよう，本研究で明らかになった妊娠初
期の妊婦の体験を考察していく。
Gonzalez,ＬＯ４)はプ不妊体験の一つとして，親に
なることの喪失への悲嘆を挙げている。また，西脇
ら３)は不妊女性のストレス因子として，生殖能力の
喪失からくる母`性機能の劣等感を挙げており，不妊
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女性は何らかの喪失体験をしていると思われる。そ
のような体験から，流産や妊娠できないということ
に過敏に反応し，油断できないという，不妊治療後
妊婦の【妊婦になれないかもしれない恐怖との戦い】
につながっていたと考えられる。さらに，妊娠判定
で陽性の結果が出たとしても，妊娠継続できるかど
うかは不確かなものとして捉えられていた。不妊治
療における経過や結果，妊娠に関する不確かさは，
不妊治療を受ける女性の苦痛である’)といわれてい
る。不妊女性はこれまでの不妊という喪失体験から，
妊娠できないという脅威に対する予期的悲嘆を繰り
返し，不確かさに対応していた。そのため，妊娠の
判定を受けてもすぐには妊娠を実感できず，妊娠し
ても，次は流産するのではないかという新たな予期
的悲嘆が生じていた。そのような予期的悲嘆を繰り
返しながらの日常生活が，恐怖という表現につなが
ったと考えられる。
不妊女性に限らず，妊娠を実感し妊婦としての自
分を受容していく過程は，自己概念の再形成のはじ
まりと言える。自己概念は社会的経験の統合であり→
3)，不妊治療後妊婦の不妊経験は，妊婦としての体験
や自己概念に影響すると考えられる。【妊婦の仲間入
りをして生まれる新しい感覚】は，上記のような予
期的悲嘆を繰り返す中での生活で，不妊治療中は想
像できなかった感覚であり，妊娠を実感する中で，
少しずつ気持ちが解き放たれて，感じられるように
なるものであったと推察される。一般的に，妊娠初
期は，妊娠の喜び，幸福感とともに当惑や不安も感
じるアンピバレンスな状態であり，それが母性意識
や母性行動の発達へとつながると言われている２)。
不妊治療後妊婦も，妊娠の実感とともに，その感情
を体験していた。しかし，不妊治療後妊婦の不妊治
療における経験を考慮すると，それらの感情は自然
妊娠の妊婦に比して，揺れが大きいのではないかと
考えられた。
女性の生き方が多様化する中でも，日本では古く
から「結婚して３年，子なき嫁は去る」といわれる
ような家や跡継ぎという風習が根強く残っており，
女性は結婚して子どもを産むという社会からの期待
が，圧力となっている。そのような中で，不妊治療
を受け，治療目的であった妊娠が達成できたにもか
かわらず，自然妊娠の妊婦と比較しながら妊娠生活
を過ごしていた。それは不妊治療を乗り越えてきた
妊婦は自尊感情が低下している5）との報告から，不
妊治療中の喪失体験は，妊娠しても解決するわけで
はなく，過去の不妊体験が意識の中に存在しつづけ
ていることが示唆された。
しかし，その一方で，「危機的状況のなかで様々な
悩みを抱えつつも，自分なりのやり方で取り組み，
時には不妊を肯定的な体験に変えていく」’)という，
不妊治療中の女性を対象にした長岡の研究と同様に，
不妊治療をしていた自分に価値を見出し，肯定的に
捉えるという，自尊感情の低下とは相反する側面も
持ち合わせていることが明らかになった。それは，
妊娠後も危機的状況に対応する柔軟な力や自分の体
験を意味付けられるという強みを持っていることで
あると解釈できる。このことから，妊娠初期におい
て不妊治療後妊婦は，妊婦への自己概念の変革が迫
られる中で，自然妊娠と比較しながら，不妊治療後
妊婦であることを肯定的にも否定的にも捉えていた。
そして，その両者を行き来しながら，【｢普通でない」
妊婦という感覚の中での揺らぎ】を経て，不妊であ
った自分から脱却し，妊婦としての自己概念を形成
しようとする段階にあると考える。
自然妊娠においても，妊娠は危機的状況であり，
自己概念の変革を迫られるという，女`性のライフサ
イクルにおけるプロセスである。これから，不妊治
療後妊婦の増加が予測される中で，ひとりひとりの
妊娠経過や背景に個別性があることに加え，このよ
うな不妊治療後妊婦の体験を理解し，共感できる看
護を実践していきたい。
Ⅳ、研究の今後の課題
本研究では対象者が３名と少なく，一般化には限
界がある。今後，対象数を増やし検討する必要があ
る。
Ｖ・結論
不妊治療後妊婦の妊娠初期の体験として，【妊婦に
なれないかもしれない恐怖との戦い】，【妊婦の仲間
入りをして生まれる新しい感覚】，【｢普通でない」妊
婦という感覚のなかでの揺らぎ】の３つのカテゴリ
ーが導き出された。
それらの３つのカテゴリーには，不妊治療中の体
験が強く影響しており，不妊と妊婦という感覚から
妊婦へと変化していく段階で，妊娠初期に特徴的な
アンピバレンスな感情も考慮し，不妊治療中の背景
を理解したうえで，共感し，寄り添う看護が示唆さ
れた。
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妊娠前から薬と力敷【んどるしその影響とか多少なりとも気こなる
安定期に入って,無事出室育児できる力？安心より}ｺﾞ不安のlまう力S大きい
生まｵ1るまで何〉ｳﾖあるかわからないから,先のことばｳ創り不安
●
●
●
●
●
●
無事妊娠できてよかったそう１Ｍこつきる
且j9Ilはあんまり俸外受精に乗り気じゃなくて,私J漏りZ得してやらせたから， できてよかった
会社の人とか｢子供主だか?」みたいな周りの日があったし妊娠してほっとした
罫埴に,治療を再開してよかった
妊娠しているといわ＃''たときは実感がわいたっていうよりも，ほっとして１m(た
待合室とか『では富ﾊﾉだりできないけど；うれしくて携帯欄いて且ﾖﾘﾛにガーってﾒｰﾙを送った
不妊体験ｶｺら妊娠
を実態できない自
分
Ｆ普通jの妊婦と
}ｄ違う感覚
不妊であ
の別I'し
る自分と
不妊｝鵠iの経験を
肯定的Iこ捉える自
分
●
●
●
ずいぶん長し澗子供力:出来なかったので；うそみたＷｶﾐ，実感iｶﾖ沸かない
やっぱりだめかなと思って診察に行ったから， とりあえず蕪附上
出来るわけがないと思っていたから,妊娠を言ｵつ＃Tても,すぐlこはよくわからなかった
●
●
●
普通の妊婦さんより出血しやすいとかあるし普通の妊婦さんと一緒とは思ってないかな
普通の妊婦じゃないから秘３頻繁に診察に行力蜘ﾌﾞｳﾅlばならないんだ
６３Aんな自然妊娠してて若くていいな_って思って）自分l湖鵠ﾘなの力なって1,,う思ＩＭＳまだ抜けない
●
●
●
妊娠した今は,ｵﾂﾋﾞﾋﾞ治i;iのこと}３忘ｵじて略ういえばしてたねIって思う
今はもう｡斑治察をしていたっていうl圏i党はなくなった
母子尹隈交付用紙をもらった時Iこおなかのこの子に100%， 120%剣寺ちがパーっていく感覚
●
●
●
妊娠についてyi蝋もしたｕ（｢識もあるし,赤ちゃんへの意識力塙い分他の妊婦より勝ってる気力ける
自然妊娠の人たちより，命が出来る過程が神6Z的だと感じらｵlﾉる
苦労を苦労と思うのが好きじゃないし， いい経験だったな
●
●
姉ちゃんが不妊1%自療してて，卜H産もしとるから，ｊｉ職にもなるし支えになってるかな
主人の［ｉｓ姉さんが俸ﾀ授精で男の子を授かって，自然妊娠じゃなくても着床してしまえば普通の妊娠と
一緒なんだよって教えてくれえる気がした
